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冬

お知らせ

豊橋飼料㈱ホームページが
平成25年12月にリニューアルＯＰＥＮし １年が経ちました。

新たにスタッフブログを新設し会社や地方の情報などを発信しています。
また、写真コンテストや新しいキャラクターの誕生にともない名前の募集を行いました。
今回は、キャラクターのカワイイ名前が決まりましたのでみなさまにご紹介します。

みなさまに親しまれ、愛されるよう、ホームページはもちろんのこと、
さまざまな場面で活用していきます。

みなさまからのアイデアも募集しておりますので、ぜひご提案ください。
今後もホームページと「まるとん」「まるこっこ」「まるもー」をよろしくお願いいたします。

まるとん まるこっこ まるもー

好 物

好きな言葉

癖

長 所

短 所

特 技

好きな事

マイブーム

夢

マルトの配合飼料 マルトの配合飼料 マルトの配合飼料

医食同源
（食は元気の源）

一卵入魂！ ラーメン、つけ麺、
胃はルーメン

コロコロ転がる 羽をパタパタする 口をモグモグする

力持ち 足が速い 物事を
良く反すうして考える

気が小さくて臆病 気になると
つついちゃう

食べ物を見ると
ヨダレが止まらない

鼻で
何でも持ち上げる 早寝早起 しっぽアタック＆

うしろ足キック

料理 ガールズトーク 昼寝

泥パック 砂浴び ブラッシング

三ツ星レストランの
シェフになること パリコレに出ること 世界一のアクションスター

になること

編集委員一同（鈴木基司、相馬安晴、竹澤 舞、戸苅宏元、八神和輝、白井久夫）

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。また新たな年を迎えることが出来ました。今年の干支は未です。「群羊を駆りて猛虎を攻
む」という諺もあり、個々が鍛錬し、その力を合わせれば、どのような試練にも打ち勝ち、乗り越える事が出来ると信じております。
また、未は群れをなして行動するため、家族の安泰や平和をもたらす縁起物ともされています。皆様にとって良き一年であるこ
とを心よりお祈り申し上げます。

編集
後記
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特集

和食文化を考える（Ⅱ）東海学園大学 教授/学部長 西堀すき江

豊橋飼料株式会社 代表取締役社長 石黒達士 
丸ト鶏卵販売株式会社 代表取締役社長 棚橋 勉
千葉丸ト販売株式会社 代表取締役社長 河村博之
鳥取鶏卵販売株式会社 有限会社九州丸ト鶏卵 代表取締役社長 渡辺良将

久留米絣・藍染体験と九州話題の名所めぐり

Report
ヨーロッパ畜産事情～海外研修に参加して～

新年のご挨拶
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旧伊藤伝右衛門邸

秋月城下町

池田絣工房

水郷柳川観光
柳川藩主立花邸 御花

　秋月黒田藩の城下町で、筑前の小京都と呼ばれてい

ます。わが国唯一の花崗岩でできた目眼橋が入口に位

置し、黒田家の菩提寺や武家屋敷、郷土館、長屋門な

どの文化財が並びます。春には桜並木、秋には紅葉と、

四季や歴史を体感できる名所です。　

秋月城下町

INFORMATION

秋月城下町
●福岡県朝倉市秋月野鳥（有料駐車場有）
●甘木観光バス「秋月」または「郷土館前」下車
●秋月郷土資料館入館料：
  大人510円、小中高校生310円

INFORMATION

水郷柳川観光株式会社
●福岡県柳川市三橋町下百町1-6（無料駐車場有）
※通常は片道乗船のため、駐車場へはバス、タクシー等で戻ります
●西鉄柳川駅から徒歩3分　●TEL 0944-73-4343
※その他4社有 詳細は柳川市観光協会ＨＰ参照
  〈http://www.yanagawa-net.com/ohori.html〉

柳川藩主立花邸 御花
●福岡県柳川市新外町1（無料駐車場有）   ● TEL 0944-73-2189
●入園料：一般500円、高校生300円、小中学生200円
※柳川下りの舟着場となっています

☆実際の絣に使われる糸や、
機織りの様子が見学できます

九州話題の名所めぐり

池田絣工房
●福岡県筑後市久富1840（無料駐車場有）
●TEL 0942-53-2416
※ハンカチ染め体験料金：1,600円（要予約）

INFORMATION

　久留米絣は、日本三大絣の一つとされる、藍染が主体の絣です。国の

重要無形文化財、伝統工芸品に指定されています。絣は糸を染色して

織る技法ですが、その一部・藍染を体験できる工房があります。今回は、

「池田絣工房」さんでのハンカチの藍染体験をご紹介します。

❶藍染は、折ったり縛ったりすることで味
のある模様をつけることができます。輪
ゴムや紐を使って、白いハンカチの好
みの位置を縛ります。きつめに縛るの
がポイント。模様はできてからのお楽し
みです。

❸藍甕の中にハンカチを漬けます。甕の表面は藍
色ですが、中は泥水のような濁った色をしていま
す。一度漬けて出してみると、予想外の緑色に
びっくりします。

❹しっかり漬けて洗うよう
に揉み、絞る、という行
程を繰り返します。この
回数が少ないと、淡い
すっきりとした藍色、何
度も繰り返すと、濃紺に
仕上がります。

❻途中でほどけてしまった部分も、くっきり
とした味のある色に仕上がりました。
同じものは二度と作れない、オリジナル
作品のできあがりです。

❺しばらくすると、酸
化して段 と々藍色
に仕上がってくる
ので、水で流しな
がら、縛っていた
部分をほどきます。

藍染体験レポート

柳川下り
　水郷・柳川市では、お堀を巡る川下り

が観光客に人気です。どんこ舟に乗り、

船頭さんの軽快なトークと竿さばき、時に

は歌も楽しみながらの約1時間。夏場は

要予約で夜の川下りも楽しめ、冬場はこ

たつが用意されます。柳や橋、北原白秋の歌

碑を眺めながら、風情を感じることができます。

　舟を降りた後は、旧立花家別邸（御花）の

見学や、名物うなぎのせいろ蒸しが堪能でき

ます。

2015
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旧伊藤伝右衛門邸
　ＮＨＫドラマ「花子とアン」で話題の観光名所。九州の

炭鉱王と呼ばれた伊藤伝右衛門と、歌人柳原白蓮が過ご

した邸宅です。英国風の趣向を凝らした応接間、寄木張り

の床や竹の落掛けなど様 な々芸術的技法を取り入れられて

います。2階の白蓮の居室からは、国の名勝にも指定されて

いる華麗な回遊式庭園が一望できます。

　福岡県は、近年ドラマなどで注目されるスポットや、
古くからの人気の名所が多数あります。

今回は、筑豊・筑後の名所と、
伝統の久留米絣の工房での藍染体験をご紹介します。

藍染体験
完成！

☆隣の建物に展示された商品。伝統の
柄以外にも、キャラクターとコラボレー
ションしたバッグや便利でおしゃれな
グッズが多く展示されていました。

❷藍がうまく染みるように、いったん水で
濡らしてから脱水します。

久留米絣・藍染体験と

く る め がすり

模様づ
くりの準

備

あいがめ

INFORMATION

旧伊藤伝右衛門邸
●福岡県飯塚市幸袋300番地（無料駐車場有）
●TEL 0948-22-9700
●入館料：大人300円、小・中学生100円
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。旧
年
中
は
お
取
引
先
を
は
じ
め
関

係
す
る
多
く
の
皆
様
方
に
大
変
お
世
話
に
な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
安
倍
政
権
の
2
年
目
。消
費
税
の
5
％
か
ら
8
％
へ
の
増
税
、

デ
フ
レ
脱
却
や
景
気
刺
激
に
追
加
金
融
緩
和
策
の
実
施
な
ど
で
株
価
は

1
7
、0
0
0
円
台
ま
で
上
昇
し
、為
替
も
1
2
0
円
ま
で
大
き
く
円
安
が
進

行
し
ま
し
た
。し
か
し
、イ
ン
フ
レ（
物
価
上
昇
）↓
賃
金
上
昇
↓
内
需
拡
大
の

「
正
循
環
」が
形
成
さ
れ
ず
、好
景
気
を
実
感
で
き
な
い
ま
ま
次
の
消
費
税

ア
ッ
プ
に
関
連
し
て
12
月
衆
議
院
解
散
・
総
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
記
録

的
な
集
中
豪
雨
、土
砂
崩
れ
、超
大
型
台
風
の
接
近
な
ど
自
然
環
境
の
変
化

を
実
感
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
関
係
す
る
飼
料
畜
産
業
界
で
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
ゆ
く
え
が
大

き
な
関
心
事
で
し
た
が
今
年
に
持
ち
越
し
と
な
り
決
着
は
不
透
明
な
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。畜
産
物
相
場
は
国
内
外
で
の
豚
流
行
性
下
痢（
Ｐ
Ｅ
Ｄ
）の

流
行
、飼
養
頭
羽
数
の
回
復
遅
れ
や
円
安
進
行
で
高
い
水
準
で
の
相
場
展
開

と
な
っ
て
お
り
、本
年
も
少
し
期
待
が
持
て
る
明
る
い
材
料
で
す
。し
か
し
な
が
ら

新
年
の
ご
挨
拶

豊
橋
飼
料
株
式
会
社

     

代
表
取
締
役
社
長     

石
黒
　
達
士

飼
料
価
格
に
お
い
て
は
コ
ー
ン
の
シ
カ
ゴ
穀
物
定
期
が
一
昨
年
の
不
作
か
ら
2
年

連
続
の
豊
作
と
な
り
4
年
ぶ
り
に
３
ド
ル
台
ま
で
低
下
し
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
は
反
発
気
味
で
あ
り
大
幅
な
円
安
と
相
ま
っ
て
値
上
げ
ス
タ
ー
ト
と
な
り

そ
う
で
す
。昨
年
改
正
さ
れ
た
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
の
発
動
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

消
費
行
動
が
変
化
し
て
き
て
い
る
な
か
、お
客
様
に
安
心
し
て
納
得
い
た
だ

け
る
商
品
の
開
発
か
ら
流
通
ま
で
の
各
分
野
で
高
い
満
足
を
供
給
す
る

D
E
L
I
G
H
T（
デ
ィ
ラ
イ
ト
）な
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、明
る
い
話
題
の
多
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。旧
年
中
は
皆
様
方
に
大
変

お
世
話
に
な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
か
え
り
ま
す
と
、一
昨
年
の
後
半
の
高
卵
価
の
流
れ
を
引
き

継
ぎ
、前
半
の
鶏
卵
相
場
は
国
内
の
生
産
量
が
あ
ま
り
増
え
ず
、加
工
筋
の

堅
調
な
需
要
に
支
え
ら
れ
一
昨
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。そ
し
て
早
期

淘
汰
事
業
は
発
動
さ
れ
ず
涼
し
く
短
い
夏
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、後
半
も

荷
余
り
感
は
な
く
高
卵
価
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

反
面
、飼
料
価
格
は
史
上
最
高
値
で
輸
送
費
、電
気
代
の
値
上
が
り
で
こ

の
相
場
水
準
で
も
厳
し
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。急
激
な
円
安
の
進
行

で
飼
料
価
格
の
上
昇
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、合
意
が
難
航
し
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
が
気
に
な
り
ま
す
。日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ

で
は
、卵
白
は
即
時
撤
廃
、全
卵
・
卵
黄
・
粉
卵
は
三
〜
五
年
で
無
税
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
合
意
、実
施
に
至
れ
ば
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

鳥
イ
ン
フ
ルエ
ン
ザ
は
我
国
の
渡
り
鳥
の
経
由
地
と
考
え
ら
れ
て
い
る
中
国

新
年
の
ご
挨
拶

丸
ト
鶏
卵
販
売
株
式
会
社

     

代
表
取
締
役
社
長     

棚
橋
　
勉

東
北
部
で
も
発
生
し
て
お
り
、ま
た
韓
国
で
も
多
数
の
発
生
報
告
が
さ
れ
て

お
り
、我
国
へ
の
ウ
イ
ルス
の
侵
入
リ
ス
ク
は
非
常
に
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。万

全
の
防
疫
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

社
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、一
昨
年
の
九
月
に
名
古
屋
工
場（
名
古
屋
市

天
白
区
）を
岐
阜
工
場（
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
）へ
統
合
、新
た
に
名
古
屋

営
業
所（
名
古
屋
市
天
白
区
）を
開
設
し
、十
月
に
は
吉
川
工
場（
愛
知
県

新
城
市
）を
本
社
工
場（
愛
知
県
新
城
市
）に
統
合
し
ま
し
た
。

　

昨
年
七
月
に
は
、新
た
に
㈲
野
田
養
鶏（
静
岡
県
浜
松
市
）が
誕
生
し
て
お

り
ま
す
。そ
し
て
十
二
月
に
は
岐
阜
工
場
が
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０

（
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）を
認
証
取
得
し
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
の

基
本
理
念
で
あ
る「
信
頼
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
た
い
」を
強
く
胸
に
抱
い
て

皆
様
方
の
大
切
な
鶏
卵
を
ま
じ
め
に
一
生
懸
命
販
売
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
は
皆
様
方
と
共
に
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
期
待
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、皆
々
様
の
更
な
る
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。旧
年
中
は
皆
様
方
に
大
変

お
世
話
に
な
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス「
第
一
の
矢
」金
融
緩
和
も
有
り
円
安
株
高
が
進
み
恩
恵
を

受
け
る
一
方
、急
激
な
円
安
に
よ
り
輸
入
関
連
食
品
の
上
げ
が
進
ん
で
い
ま

す
。「
第
三
の
矢
」成
長
戦
略
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
よ
り
、個
人
消
費

の
落
ち
込
み
を
避
け
る
た
め
、予
定
さ
れ
て
い
た
１０
月
の
消
費
税
１０
％
再
引
き

上
げ
が
１８
カ
月
先
送
り
と
な
る
よ
う
で
す
。

 

穀
物
は
豊
作
と
国
際
経
済
の
停
滞
で
相
場
は
適
正
水
準
で
安
定
し
、昨
年

１０
月
に
は
飼
料
価
格
の
値
下
げ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、円
安
に
よ
り
今
後
の

動
向
が
不
透
明
で
す
。少
子
高
齢
化
は
生
産
者
の
廃
業
に
繋
が
る
一
方
大
手

生
産
者
の
増
産
に
よ
り
寡
占
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。最
低
賃
金
の
上
昇
、人

手
不
足
、電
力
料
金
値
上
げ
、資
材
費
・
配
送
費
の
上
昇
等
経
費
増
は
避

け
て
通
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

畜
産
で
は
、豚
流
行
性
下
痢
は
供
給
不
安
か
ら
一
時
的
に
卸
価
格
上
昇
、

生
乳
不
足
に
よ
る
乳
製
品
不
足
、昨
年
１１
月
に
は
野
鳥
関
連
の
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ルエ
ン
ザ
が
確
認
さ
れ
早
期
の
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。鶏
卵
は
年
初
来

新
年
の
ご
挨
拶

千
葉
丸
ト
販
売
株
式
会
社

     

代
表
取
締
役
社
長     

河
村
　
博
之

高
め
の
卵
価
で
、量
販
店
の
特
売
抑
制
傾
向
も
有
り
テ
ー
ブ
ルエッ
グ
の
販
売

が
低
迷
し
て
い
ま
す
。加
工
筋
の
農
場
直
接
契
約
が
進
み
市
場
手
当
て
が

鳴
り
を
潜
め
、中
食
・
外
食
傾
向
は
加
速
し
加
工
品
は
堅
調
で
消
費
動
向
の

変
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。人
口
減
少
や
消
費
低
迷
を
背
景
に
国
内
市
場
で
の

競
争
が
激
化
、価
格
競
争
の
一
方
、産
地
・
品
質
に
特
化
し
た
商
品
作
り
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

食
品
会
社
と
し
て
品
質
管
理
体
制
の
確
立
に
向
け
て
、Ｇ
Ｐ
部
門
で
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
２
０
０
０
認
証
取
得
に
取
組
み
、「
国
内
畜
産
の
未
来
を
ひ
ら
き
、食
卓

に
信
頼
を
お
届
け
す
る
」（
マル
ト
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
）に
基
づ
き
社
員
一
同

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、希
望
に

満
ち
た
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。旧
年
中
は
皆
様
方
に
大
変
お

世
話
に
な
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。年
の
初
め
に
あ
た
り
、昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、安
倍
政
権
内
の
閣
僚
の
辞
任
等
、ほ
こ
ろ
び
が
見
え
隠
れ
す
る
状

況
で
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、株
価
の
上
昇
、自
動
車
産
業
関
連
を
始
め
と
す

る
、産
業
界
大
手
の
好
決
算
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。反
し
て
、円
安
の
影
響
に

よ
り
中
小
製
造
業
を
中
心
に
原
料
高
、配
送
コス
ト
の
上
昇
な
ど
、大
き
な
打

撃
を
受
け
ま
し
た
。金
持
ち
は
よ
り
金
持
ち
に
、貧
乏
人
は
よ
り
貧
乏
に
な
ど
と

報
道
さ
れ
た
一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、私
ど
も
の
鶏
卵
業
界
は
と
言
え
ば
、2
年
連
続
の
高
値
相
場
と
な
り
、

特
に
昨
年
は
安
定
と
言
え
る
相
場
の
値
動
き
で
し
た
。相
場
変
動
の
要
因
は
、

需
要（
テ
ー
ブ
ルエッ
グ
、外
食
需
要
）と
供
給（
農
場
生
産
量
）に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。昨
年
は
プ
ラ
ス
要
因
と
し
て
、加
工
用
卵
の
需
要
が
静
か
に
膨
ら
ん
だ
結

果
、い
ま
ま
で
の
定
説
が
崩
れ
た
か
に
思
わ
れ
ま
す
。（
年
間
鶏
卵
生
産
量

2
5
0
万
ｔ
を
境
に
、上
回
れ
ば
相
場
安
、下
回
れ
ば
相
場
高
）

　

こ
の
原
因
と
し
て
は
、国
内
産
食
材
の
使
用
表
示
を
し
た
企
業
の
業
績
ア
ッ
プ
、

逆
に
非
衛
生
な
製
造
に
よ
る
中
国
産
鶏
肉
加
工
品
を
使
用
し
て
い
た
企
業
、

食
材
名
称
を
偽
装
し
た
レス
ト
ラ
ン
、企
業
の
業
績
ダ
ウ
ン
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

鳥
取
鶏
卵
販
売
株
式
会
社

有
限
会
社
九
州
丸
ト
鶏
卵

     

代
表
取
締
役
社
長     

渡
辺
　
良
将

国
内
産
鶏
卵
への
見
直
し
の
お
か
げ
で
裾
野
が
広
が
り
、新
た
な
需
要
が
生
ま
れ

て
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
事
は
喜
ば
し
い
事
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
、鳥
取
鶏
卵
販
売
、九
州
丸
ト
鶏
卵
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、昨
年
は
例
年

に
な
く
、変
化
に
満
ち
た
一
年
で
し
た
。

　

鳥
取
に
お
き
ま
し
て
は
、県
内
の
24
万
羽
飼
養
の
イ
ン
ラ
イ
ン
Ｇ
Ｐ
が
廃
業

し
、生
産
農
場
へ
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
為
、県
内
販
売
先
を
弊
社
に
て

引
き
受
け
60
ｔ
/

月
余
り
の
新
た
な
製
造
と
販
売
が
加
わ
り
、全
従
業
員
の

協
力
の
も
と
、県
内
販
売
の
基
盤
強
化
へ
と
大
き
く
前
進
し
た
年
で
し
た
。

　

九
州
に
お
き
ま
し
て
は
、基
幹
で
あ
る
小
竹
Ｇ
Ｐ
に
お
い
て
製
造
、事
務
の

要
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

多
く
の
思
い
が
募
っ
た
一
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
ら
を
糧
に
新
た
な
年

を
迎
え
、「
食
の
安
心
、安
全
を
食
卓
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
両
社
、全
従
業
員
の

力
を
結
集
し
て
前
進
で
き
る
会
社
づ
く
り
に
励
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
皆
様
方
と
共
に
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
期
待
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、皆
々
様
の
更
な
る
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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ご飯物

昭和40年 昭和55年 平成24年 アメリカ（2009） フランス（2009）

和食文化を考える（Ⅱ）

本
型
食
生
活
」と
は
、昭
和
50
年
代
ご
ろ

の
食
生
活
の
こ
と
で
、ご
飯
を
主
食
と

し
、主
菜
・
副
菜
と
適
度
に
牛
乳
・
乳
製
品
や
果

物
が
加
わ
っ
た
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
こ
と

で
す
。日
本
が
長
寿
国
で
あ
る
理
由
は
、こ
う
し

た
食
事
内
容
に
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

炭
水
化
物
中
心
で
あ
っ
た
日
本
の
食
生
活
が
、

昭
和
50
年
代
に
入
り
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
質
の
摂

取
量
が
適
正
量
に
近
づ
き
、世
界
中
か
ら
脚
光

を
浴
び
ま
し
た
。そ
の
後
、魚
や
野
菜
中
心
か
ら

肉
や
卵
を
多
く
摂
取
す
る
よ
う
に
な
り
、油
脂

の
摂
取
量
が
増
加
し
、「
た
ん
ぱ
く
質・脂
質・炭

水
化
物
エ
ネ
ル
ギ
ー（
P
F
C
）比
率
」も
少
し
崩

れ
て
き
ま
し
た
。【
図
1
】

　

ま
た
、主
食
と
し
て
い
る
ご
飯
の
利
点
は
和
・

洋・中
の
料
理
と
も
相
性
が
よ
い
こ
と
で
す
が
、欠

点
と
し
て
は
塩
分
摂
取
量
が
多
い
こ
と
で
す
。今

年
8
月
に
国
民
の
健
康
保
持
･
増
進
の
た
め
に

栄
養
素
等
の
摂
取
量
基
準
を
示
す「
日
本
人
の

食
事
摂
取
基
準（
2
0
1
5
年
版
）」（
厚
生
労

働
省
）が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
ナ
ト
リ

ウ
ム
食
事
摂
取
基
準
の
目
標
量（
食
塩
摂
取
量
）

が
、従
来
は
男
性
9
g
/
日
、女

性
8
g
/

日
で
し
た
が
、男
性

8
g
/
日
、女
性
7
g
/
日
と
な

り
ま
し
た
。塩
味
に
気
を
つ

け
て
食
事
を
し
な
い
と
す
ぐ
に
目
標
値
を
超
え

て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
在
の
P
F
C
比
率
は
正
三
角
形
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、欧
米
型
の
食
生
活
と
比
較
す
る
と

栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
よ
い
で
す
。こ
れ
か
ら
、脂
肪
や

食
塩
を
控
え
、適
量
の
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル
シ
ウ

ム
の
摂
取
に
心
が
け
新
し
い「
日
本
型
食
生
活
」

を
作
って
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ネ
ス
コへ
の
登
録
は
、京
都
の
料
理
関
係

者
が
食
育
活
動
す
る
中
で
伝
統
的
な
料

理
を
知
ら
な
い
子
供
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
、「
和

食
が
滅
ん
で
し
ま
う
」と
い
う
危
機
感
か
ら
出
発

し
ま
し
た
。当
初
は
、プ
ロ
の
料
理
人
が
作
る
豪

華
な
会
席
料
理
を
登
録
す
る
予
定
で
し
た
。し

か
し
、韓
国
の「
宮
中
料
理
」が
一
部
の
人
達
だ
け

の
料
理
と
判
断
さ
れ
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

「
フ
ラ
ン
ス
の
美
食
術
」が
料
理
そ
の
も
の
よ
り
地

域
の
人
々
の
生
活
や
伝
統
と
関
わ
り
が
あ
る
点

を
評
価
さ
れ
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、多

く
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
郷
土
料
理
等

も
含
め
登
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、か
つ
て
は
そ
の
季
節

で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
旬
の
農
作
物
が
あ
り
ま
し

た
。今
は
多
く
の
食
材
が
年
中
出
回
り
、季
節
感

が
無
く
な
って
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、四
季
は
確

実
に
巡
り
、春
に
は
た
け
の
こ
や
山
菜
、夏
に
は

ス
イ
カ
や
瓜
類
、秋
に
は
栗
や
さ
つ
ま
い
も
、冬
に

は
葱
や
白
菜
が
入
っ
た
鍋
物
が
恋
し
く
な
り
ま

す
。地
域
の
風
土
に
あ
っ
た
、そ
の
時
期
に
美
味

し
く
な
る
食
べ
物
を
食
す
る
と
、移
り
い
く
季
節

を
感
じ
ま
す
。

　

プ
ロ
の
料
理
人
は
、料
理
に
葉
や
花
を
添
え
、

季
節
に
あ
っ
た
器
等
を
使
い
季
節
感
を
演
出
し
、

素
晴
ら
し
い
包
丁
さ
ば
き
の
会
席
料
理
を
作
り

ま
す
。私
た
ち
の
日
常
の
食
卓
に
も
、旬
の
食
材

を
使
い
、草
花
や
木
の
葉
を
料
理
の
横
に
添
え
、

ち
ょっ
と
気
取
っ
て
季
節
を
取
り
入
れ
る
の
も
楽

し
い
で
す
ね
。

中
行
事
と
し
て
基
本
的
な
五
節
句
は
、

中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
重
日（
奇
数
が

重
な
る
月
日
）の
風
習
が
日
本
の
行
事
と
融
合

し
た
も
の
で
す
。こ
れ
ら
は
身
に
つ
い
た
汚
れ
を

払
う
厄
払
い
の
行
事
で
、神
に
ご
馳
走
を
供
え
、

人
々
が
集
い
神
と
共
に
食
事
を
す
る
特
別
な
日

（
ハ
レ
の
日
）の
こ
と
で
す
。そ
の
他
に
も
毎
年
同

じ
時
期
に
巡
っ
て
く
る
日
本
の
民
俗
や
季
節
に

根
ざ
し
た
行
事
が
あ
り
、そ
れ
に
ま
つ
わ
る
食
べ

物
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
お
月
見
に
は
古
く
は

主
食
で
あ
っ
た
里
芋
を
月
に
お
供
え
し
て
豊
作

を
祈
願
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
主
食
が
米
と
な

り
、里
芋
と
米
粉
の
団
子
を
一
緒
に
お
供
え
す
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
、食
文
化
の
歴
史
を
感
じ

ま
す
。

　

ま
た
、多
く
の
農
村
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
生

活
行
事
が
有
り
ま
す
。2
月
の
初
午
の
日
は
農

業
を
始
め
る
準
備
を
す
る
日
で
、村
の
人
た
ち
が

集
ま
り
う
ど
ん
や
蕎
麦
が
振
る
舞
わ
れ
た
よ
う

で
す
。同
じ
日
に
養
蚕
農
家
で
は
、ま
ゆ
が
沢
山

と
れ
る
こ
と
を
祈
願
し
、ま
ゆ
団
子（
初
午
団

子
）を
作
り
神
に
供
え
、家
族
も
一
緒
に
食
べ
ま

し
た
。核
家
族
の
増
加
や
近
代
化
の
中
で
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
行
事
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
伝
え
大
切
に
し
た
い
食
文
化
で
す
。

　

そ
の
他
、家
族
や
親
族
等
で
行
う
、誕
生
か
ら

始
ま
る
人
の
一
生
に
関
わ
る
節
目
の
通
過
儀
礼

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、新
た
に
日
本
の
行
事
に
加

わ
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
等
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
行
事
も
人
々
が
集
ま
り
、豊
作
を

祈
願
し
、健
康
を
祝
い
、次
の
新
し
い
月
日
を
無

病
息
災
に
と
願
う
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

す
。普
通
の
日（
ケ
の
日
）が
続
く
日
常
の
中
で
、

節
目
の
特
別
な
日
に
人
々
が
集
ま
り
祝
う
こ
と

は
、人
生
に
潤
い
を
も
た
ら
し
明
日
へ
の
活
力
に

な
り
ま
す
。

れ
を
機
会
に
、長
い
日
本
文
化
の
流
れ
の

中
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
地
域
の
風
土
に

あ
っ
た
和
食
文
化
を
、欠
点
を
補
い
つ
つ
楽
し
み

な
が
ら
次
世
代
に
繋
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た

健
康
的
な
食
生
活

特　集

自
然
の
美
し
さ
や

季
節
の
移
ろ
い
の
表
現

年
中
行
事
と
の

密
接
な
か
か
わ
り

「
日

東海学園大学
教授・学部長

西堀すき江

年

こ ユ

前号に続きユネスコの世界無形文化遺産に登録された
「和食：日本の伝統的な食文化」について考えてみましょう。

※円型のPFCはそれぞれ、 P：たんぱく質、F：脂質、C：炭水化物の摂取量によるエネルギー比率を表します。
※円型の適正比率は、厚生労働省「日本人の食事摂取基準」より、P 13.0、F 25.0、C 62.0としました。
※資料は、厚生労働省「国民健康･栄養調査」、農林水産省「食糧自給表」、OECD「Food Consumption Statistics｣を用いた。

【図１】たんぱく質・脂質・炭水化物（PFC）エネルギー比率の国際比較

食品や料理の食塩量年中行事一覧
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カマンベールチーズ 1切れ
バター大さじ 1杯
みたらし団子 1本
塩せんべい 2枚
ポテトチップス 20枚
味噌汁
けんちん汁
白飯 1杯
炊き込みご飯 1杯
太巻き寿司 5切れ
きつねうどん 1杯 (＋汁) 

ラーメン  １杯 (＋汁)

1～3日

7日

11日

15日

2・3日

初午の日

3日

20日頃

8日

5日

7日

13～15

15日

9日

13日

20日頃

亥の日

15日

23日

22・23日

31日

正月

七草の節句

鏡開き

小正月

節分

初午

雛の節句（雛祭り）

彼岸（春分の日）

灌仏会（花祭り）

菖蒲の節句（こどもの日）

夏の節句（七夕）

盂蘭盆

月見（中秋の名月、十五夜）

菊の節句

月見（十三夜）

彼岸（秋分の日）

亥猪（げんちょ）

七五三

新嘗祭

冬至

大晦日

おせち料理・雑煮・屠蘇酒・若水

七草粥

鏡餅炒り小豆汁粉

小豆粥

煎り豆

まゆ団子 

白酒･菱餅･蛤の潮汁・ちらし寿司

牡丹餅・彼岸団子 

甘茶 

ちまき･柏餅 

索麺

野菜・果物・精進料理 

里芋･月見団子 

菊酒・くり飯

枝豆・栗･里芋・月見団子

おはぎ･彼岸団子 

亥の子餅・玄猪餅 

千歳飴・祝い膳

新米での餅・赤飯 

冬至粥・冬至南瓜

年越し蕎麦

40g
40g
50g
60g
120g
75g
60g
30g
15g
100g
60ｇ
20g
15g
20g
13g
60g
20g
30g

150ml
150ml
200g
250g
300g
300g
400ml
300g
400ml

3.0
2.3
1.0
5.0
2.1
1.9
0.9
0.2
1.0
5.5
0.8
0.5
0.3
0.4
0.3
0.4
0.4
0.3
1.0
1.6
0
1.5
3.5
4.6

（汁との合計）
6.3 

（汁との合計）

分類 食品名 目安量 塩分量（ｇ）

塩蔵品類
食
塩
量
の
多
い
食
品

食
塩
量
の

比
較
的
多
い
食
品

料
理

干物類

練り製品

佃煮類
インスタント食品類

パン

肉加工品類

乳製品類

菓子類

汁物

麺類

※塩分量は、文部科学省科学技術・学術審議会資源調査分科会「日本食品標準成分表2010」 
　による。
※料理の塩分量は、西堀すき江編著「食育に役立つ調理学実習」参照。

※亥の月の亥の日は囲炉裏（いろり）や炬燵（こたつ）を開いて、火鉢を出し始めます。
※地域により行事の名称、食べ物が違うことがあります。

月 日 5節句 行事 関わる食べ物

1月
人日

上巳

端午

七夕

重陽

2月

3月

4月
5月

7月

8月

9月

10月

11月

12月
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REPORT

海外
研修

ヨーロッパ畜産事情
～海外研修に参加して～

中
部
営
業
部

平
松 

義
行

文

＊

　

今
回
の
研
修
は
、酪
農
場
や
繁
殖
か
ら
の
一
貫

肉
牛
農
場
な
ど
規
模
が
日
本
に
近
い
家
族
経
営
の

農
場
の
視
察
、イ
タ
リ
ア
国
立
ミ
ラ
ノ
大
学
の
ロ
ッ

シ
博
士
に
よ
る
畜
産
セ
ミ
ナ
ー
、そ
し
て
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、ス
イ
ス
な
ど
景
観
の
美
し
い
と
こ
ろ
を
回
る

と
い
う
珍
し
い
ル
ー
ト
で
し
た
。

　

ス
イ
ス
で
は
、農
業
の
持
続

的
生
産
を
憲
法
で
規
定
し
、

農
業
政
策
と
し
て
、①
国
民

に
食
糧
を
確
実
に
提
供
す

る
こ
と
、②
自
然
保
護（
景

観
保
護
）に
努
め
る
こ
と
、③
都
市
ば
か
り
で
な
く

地
方
に
分
散
し
て
住
む
こ
と
の
３
つ
の
公
共
的
課

題
に
対
応
し
た
施
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。農
業
予
算
34
億
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
の
5
％
が

生
産
者
に
対
し
、直
接
補
助
金
と
し
て
支
払
わ
れ

て
お
り
、ま
た
E
U
諸
国
か
ら
の
安
い
生
産
物
に
対

し
て
は
、飲
用
乳
で
関
税
を
掛
け
た
り
、生
肉
で
冷

凍
保
存
し
価
格
の
安
定
化
を
図
って
い
ま
す
。

　

視
察
し
た
酪
農
場
で
は
、特
産
で
あ
る
グ
ル
イ

エ
ー
ル
チ
ー
ズ
用
の
生
乳
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
特
徴
と
し
て
、サ
イ
レ
ー
ジ
給
与
が
規
制
さ
れ

て
お
り
、生
草（
冬
場
は
乾
草
）が
給
与
さ
れ
て
い

ま
し
た
。そ
う
し
た
1
0
0
％
ス
イ
ス
原
産
の
も
の

と
ス
イ
ス
で
伝
統
的
な
加
工
食
品
20
種
に
は
政
府

の
認
可
を
与
え
、消
費
者
が
安
心
し
て
国
内
の
生

産
物
を
買
え
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、観
光
に
も
力
を
い
れ
る
ス
イ
ス
で
は
、国
土

の
３
分
の
１
の
農
地
の
71
％
の
草
地
が
景
観
保
護

の
一
躍
を
担
っ
て
い
ま
す
。ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
背
景

に
、の
び
の
び
と
飼
育
さ
れ
て
い
る
牛
、移
動
中
の
車

窓
か
ら
眺
め
る
幹
線
道
路
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
よ
く
手

入
れ
さ
れ
た
牧
草
地
に
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
牛
肉
の
生

産
量
が
Ｅ
Ｕ
内
で
第
3
位
で

あ
り
、消
費
量
が
第
2
位
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、肥
育

用
子
牛
の
85
％
を
輸
入
に

依
存
し
て
お
り
ま
す
。最
近
で
は
、子
牛
価
格
が

上
昇
し
て
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
そ
う
で
す
。今

回
は
子
牛
か
ら
生
産
し
て
い
る
2
農
場
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

1
農
場
目
は
、繁
殖
母
牛
9
0
0
頭
の
牧
場

で
、そ
の
内
、貴
族
か
ら
借
り
た
お
城
周
辺
の
草
地

に
1
5
0
頭
、コ
ス
ト
の
低
い
山
の
放
牧
地
に

7
5
0
頭
を
放
牧
し
て
い
ま
し
た
。

　

貴
族
が
身
近
で
お
城
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
も

少
し
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
が
、牛
の
ス
ト
レ
ス
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
、趣
味
で
経
営
し
て
い
る
乗
馬

ク
ラ
ブ
の
引
退
馬
と
一
緒
に
放
牧
し
、放
牧
地
の
見

回
り
も
馬
に
乗
って
行
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
農
場
で
ご
馳
走
に
な
っ
た
牛
肉
の
ス
テ
ー
キ

は
フ
ォ
ー
ク
が
奥
ま
で
刺
さ
ら
な
い
く
ら
い
堅
い
肉

で
し
た
が
、レ
ア
で
焼
い
て
あ
り
、淡
泊
で
あ
り
な
が

ら
味
が
あ
り
、も
う
少
し
食
べ
た
い
、も
う
少
し
た

べ
た
い
と
後
に
引
く
も
の
で
し
た
。

　

も
う
１
農
場
は
、子
牛
の
生
産
に
留
ま
ら
ず
、農

場
内
に
食
肉
処
理
場
も
持
ち
、そ
の
牛
肉
を
併
設

し
て
い
る
直
売
所
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
販
売
す
る
な
ど

６
次
産
業
化
に
取
り
組
み
差
別
化
を
図
っ
て
い

ま
し
た
。ス
ロ
ー
フ
ー
ド
、地
産
地
消
の
時
代
が

来
る
と
思
い
事
業
を
進
め
た
そ
う
で
す
。農
場

は
き
れ
い
に
整
え
ら
れ
て
お
り
、お
客
に
時
間

が
あ
れ
ば
農
場
を
見
て
下
さ
い
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
そ
う
で
す
。訪
問
し
た
日
も
直
売
所
で

は
絶
え
ず
お
客
が
き
て
お
り
、繁
盛
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
酪
農
場
で
も
６
次
産
業
化

に
取
り
組
ん
で
お
り
、自
家
製
チ
ー
ズ
を
親
族

が
経
営
し
て
い
る
ホ
テ
ル
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
販
売

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
視
察
し
た
生
産
者
は
み
な
地
域
の
特

性
、特
産
を
活
か
し
、観
光
を
絡
め
な
が
ら
６

次
産
業
化
に
よ
る
差
別
化
を
行
う
経
営
を
し

て
い
ま
し
た
。通
訳
か
ら
何
回
も
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

と
い
う
単
語
が
で
て
き
た
通
り
、こ
だ
わ
り
や

誇
り
な
ど
を
持
ち
な
が
ら
畜
産
物
を
生
産
し

て
い
ま
し
た
。

　

外
国
人
は
日
本
の
稲
作
地
帯
の
田
園
風
景

に
感
動
を
覚
え
る
と
聞
き
ま
し
た
。今
後
、日

本
が
６
次
産
業
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
考
え
る

上
で
は
、見
過
ご
し
が
ち
な
景
観
や
特
性
を
発

見
し
、深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。

イタリア
オーストリア
では

スイス
では

平成26年9月20日から10日間、株式会社オールインワン主催の
ヨーロッパ（オーストリア、スイス、イタリア）研修に参加しました。

放牧風景（スイス）

放牧風景（イタリア）

馬と一緒に放牧

ミラノのドゥオーモ

レストラン（イタリア）

直売所（イタリア）

チーズ工場

自家製チーズ（オーストリア）
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